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本県には、これまでに発見された約4，500箇所の遺跡をはじめとして、先

人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化財

は、地域の歴史や伝統を理解し未来を展望した香り高い文化を育んでい

くうえで、欠くことのできないものであります。

一方、日本海沿岸東北自動車道をはじめとする高速交通体系の整備は、

ゆとりと活力に満ちた新しいふるさと秋田の創造をめざす開発事業の根幹

をなすものであります。本教育委員会では、これら地域開発との調和をは

かりながら、埋蔵文化財を保護し、活用することに鋭意取り組んでおりま

す。

本報告書は、宮本海沿岸東北自動車道建設に先立って、平成13年度に河

辺町で実施した岱H遺跡の第2次調査の成果をまとめたものであります。

この調査では、平成11年度の第 1次調査で発見された縄文時代の集落跡の

広がりを確認し、当時の人々の生活の一端がさらに明らかになりました。

本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一助

となることを心から願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、榔協

力をいただきました日本道路公団東北支社秋田工事事務所、河辺町教育委

員会など関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成14年3月

秋田県教育委員会

小野寺
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1.本書は、日本権沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書の13冊目である。

2.本警は、平成13年度 (2001年度)に発掘調査した、秋田県阿辺郡河辺町畑谷宇岱に所在する岱E

遺跡の調査成果を収めたものである。

3.本書に使用した図は、日本道路公団東北支社秋田工事事務所提供の工事路線計爾図1，000分の1

『日本海沿岸東北自動車道象潟秋田線(河辺東工事)岩城一河辺No.l8jおよび建設省国土地理院

発行の50フ000分のl地形図 PJ::j後和田Jと25，000分のl地形図『羽後和田jである。

4.遺跡基本麿序と遺構土層図中の土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局，財団法人日

色彩研究所色票監修 f新版標準土色III付 1998年版に拠った。

5.本書の執筆は、進藤紀の協力を得て村上義直が行った。

凡例

上遺構番号は、その種類ごとに略記号を付し、種別を間わず検出JiI買に連番としたが、精査と整理作

業の過租で欠番としたものもある。また、遺構の種類に用いた略記号は下記の通りである。

S 1 ......竪穴住居跡 SK......土坑 SX... ...性格不明遺構

SKp... .柱穴様ピット

11 一
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第 1章はじめに

第1節調査にいたる経過

告本海沿岸東北自動車道は、新潟市から青森市にかけての日本海沿岸や県内の高速交通体系の改善

など、地域の生産活動と県民生活に必要な情報や資源の交流を促進することを目的として計画された

総延長340kmの高速道路で、ある。このうち、秋田県内では、国土交通省によって一部事業化されてい

る象潟仁賀保道路及び仁賀保本荘道路、秋田外環状道路、琴丘能代道路、大館西道路と連結して、小

坂]CTで東北自動車道に接続する。 1997(平成9)年2月に新潟市~青森市までが日本海沿岸東北自

動車道として路線指定され、このうちの秋田南 1. C~昭和男鹿半島 1 . C関の25.7kmについては、

同年11月13日に開通している。

岱E遺跡に係る岩城町~河辺町間の17.2kmについては、 1992(平成4)年1月に整備計画!玄関となり、

翌年11月の第12次施工命令を経て、 1994(平成6)年11月には路線が発表された。これに伴い、日

路公団東北支社仙台建設局長から、秋田県教育委員会教育長あてに、計画路線内での理蔵文化財の分

布調査の実施依頼があった。

これを受けて県教育庁文化課では、路線上の埋蔵

文化財確認のため、 1996(平成8)年6. 7月に分布

調査を実施し、その結果、路線内に周知の遺跡であ

る松木告医遺跡と新たに発見した井戸尻台 I遺跡・

井戸尻台E遺跡・岱 I遺跡 e岱立遺跡 e 岱国遺跡 a

蟹沢 1遺跡が存在することが明らかとなった。

岱E遺跡については、工事区域内の12，000mを対

象範囲として、 1998(平成10)年4・5月にかけて範

囲確認調査を行い、その結果、遺跡は縄文時代中期

の集落跡で、工事区域内の2，623mについて発掘調査

が必要であることがわかった。発掘調査は、平成11

年の5. 6月に暫定2車線部分の2，200mを対象とし

て第一次調査を行い、平成13年4・5月には、 4

線分の残りの423mを第2次調査として行った。

岱H遺跡の第2次調査が行われた平成13年には、

同事業に伴って本荘市~岩城町間で、土谷地遺跡(本

荘市)の発掘調査と、大坪遺跡・新谷地遺跡(いずれ

も本荘市)の確認調査も実施している。

@ 

⑧岱立遺跡

1 ~罰 金宜遺跡の桂霊童

1
1ム
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第2節調査要項

跡名

跡略号

跡所在地

調査期間

調査呂的

調査面積

調査主体者

調査担当

総務担当

調査協力機関

岱E遺跡(たいにいせき)

5T-II 

岱日遺跡:秋田県河辺郡阿辺町畑谷宇岱314外

岱五遺跡:平成13年4月23日"-'5月16日

日本権沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査

423rrf 

秋田県教育委員会

村上義直(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課文化財主事)

進藤 紀(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課学芸主事)

手Ij部 修(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課

吉川耕太郎(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 文化財主事)

菊池朋宏(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課非常勤職員)

小漂 昌広(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課非常勤職員)

小納谷亮(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課非常勤職員)

佐藤健志(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課非常勤職員)

佐藤 悟(秋田県埋蔵文化財センター総務課長)

土橋謙一(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

日本道路公団東北支社秋田工事事務所

-3 -



第2章遺跡の環境

第1節遺跡の位置と立地(第3図)

岱 I遺跡・岱立遺跡・岱E遺跡は、秋田県河辺郡河辺町畑谷字岱に所在する。遺跡のある河辺町は、

秋田県の中央部沿岸寄りに位置しており、北西部の大半は秋田市と隣接し、西南部は河辺郡雄和町、

東南部は仙北郡協和町、東部は同郡西木村、北部は北秋田郡上小阿仁村、北東部は問郡阿仁町と接す

る人口約1万1千人の町である。特に北西部に隣接する秋田市は、人口30万人を擁する県庁所在地で

あり、この秋田市に向かう東北横断自動車道秋田線(秋田自動車道)、国道13号線、秋田空港アクセス

道路(現在建設中)、 ]R奥羽本線などの主要交通網が河辺町にも集中している。

遺跡は、秋田市中心部から国道13号線を約15km南東に下って河辺町和田地 り、秋田空港に向

かう県道秋田一御所野一雄和線へ右折すると、正恵に平坦な台地の広がりが現れる G この台地は出羽

山地の西端にあたり、河辺町を貫流する岩見)1rによって形成された段丘面である。岱 I遺跡 s岱E

跡@岱盟遺跡;は、この段丘のうちの七曲台高のとにあり、商流する岩見)1 rの左岸、標高約30'"'-'34 mに

位置する。

遺跡が立地する七曲台面は、岩見)1[流域と雄物川下流域に形成された沖積平野より高位に分布する

5つの段丘面(高位面、椿台国仁七曲台面、宝竜崎面、赤平面)のうちの一つで、ある。これらは段丘

面の高度や関析度および立地上の特徴に基づいて、さらに10段の段丘面に分類される。その段丘面の

分布を第3図に掲げる。七曲台面は5群のなかで中位の段丘面群であり、細別すると高位の上野台高

H 

己沖積平野阻椿台苗 I

赤平面 立

面志向胴面崎竜宝巴

iiililll上野台面匡ヨ寺田商
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第2章遺跡の環境

第1表局辺遺跡一覧(1) 

番号 遺跡名
登録番号

所在地 調査年 内 ヰ，ヲ子」 文献

下堤A 1-283 秋田市凹ツ小屋小阿地字下堤 S62 I~平鴨安川集明落(竪治穴郎住居同跡・ゴ防二師l 器/フ) A'Y 

2 下堤B 1-282 秋田市四ツ小屋小阿地字下堤 S62 !縄平安文集中期務集(竪落穴(住竪居穴国跡・須恵器土与) A'Y 

3 下堤C 1-284 秋岡市西ツ小屋小同地字下堤 S61・62
(縄奈文良・平安集落(竪: 山fiS配白土師器 i須恵器) A'U 

4 下堤D 1-286 秋岡市四ツ小屋小阿地字下堤 S56 旧石器、縄文前期・中期集落、平安集落 A 

5 下堤E 1-298 秋回市四ツノj、屋小阿i也字下廃 S59 縄文中期集落(竪穴住居跡・土坑) A'R 

6 下堤F 1-297 秋沼市四ツ小農ノト阿地学下堤 S59 縄文前期・中期集落(竪穴住居跡・土筑) A'R 

7 下堤G 1-299 秋間市西ツ小屋小阿地字下堤 S57 i白石器、縄文前期・中期集落(竪穴住居j跡・土坑) A'P 

8 地方 1-287 秋田市上北手猿田字堤ノ沢 S61 縄縄文文晩中期期集(土落坑(墓穴住居跡
、J

A.T 

9 台A 1-290 秋田市上北手吉野字台 S60 縄文中期集落(竪穴住居跡・土坑・土器・石器) A'S 

10 台B 1-288 秋田市上北手猿間学堤ノ沢 S61 縄文中期葉海(緊穴住居l/J1F'土坑) A'T 

11 坂ノ上A 1-291 秋田市西ツ小康小向地字坂ノ上 縄文中期・後期集落(竪穴住底跡・ごk坑・配石遺構) A 

坂ノ上ち 1-292 秋田市四ツノj、屋小阿地字坂ノ上 縄文前期(土器・石榛) A 

13 坂ノ上C 1-296 秋田市四ツノj、壁ノj、河地字奴ノ上 557 縄文中期・晩期(土器・石器) A 

I 14 I 坂/上 1-295 秋田市問ツ!J、屋小i河上也字坂/上 縄文中期・晩期{土器・石器) A 

15 坂ノ上E 1-293 秋田市四ツ小屋小阿i也字坂ノ上 S58 縄平安文中(製期鉄集炉落・炭(竪焼穴窯住)居跡) A'Q 

16 坂/上F 1-294 秋田市西ツ小屋小阿地学坂ノ上 S59 縄弥生文中(住期居・跡後期)、集古落代((竪土穴師住器居・須跡恵・土器ザ) A'R 

17 坂ノ下 I 1-305 秋田市悶ツ小屋小11可地字坂ノ下 縄文(土器・石器) A 

18 坂ノ下H 1-306 秋間市四ツ小屋小問地字妓ノア 縄文{土器・石器)、奈良・平安(須恵器) A 

19 ;易ノiR.A 1-313 秋田市四ツJJ、震来戸松本字湯/沢 S58 縄文中期集落(竪穴伎J居跡・ニi二坑)、弥生L竪穴住居跡} A'Q 

20 湯ノ沢8 l…314 秋阪市西ツ!J、屋宋戸松本字湯ノ沢 557 I縄平文安中(土身師i築器洛・須L監恵K、器l王) A'P 

21 i易ノ沢C 1-312 秋田市田ツ小屋米戸松本字地蔵回 S58 縄文中期集i各(竪穴住居跡・土坑)、弥生(土器) A'Q 

つ匂ω つ j勢ノ沢D 1-300 秋田市四ツノj、屋宋戸松本字湯ノ沢 S59 縄文中期集落(竪穴住居跡・土坑)、平安(炭焼窯) i¥'R 

23 j易ノ沢E 1-317 秋田市図ツノj、屋米戸松本字湯ノ沢 S58 縄文後期(土坑・イコ組遺構) A.Q 

24 湯ノ沢ド 1-318 秋田市白ツ小屋来戸松本字湯ノ沢 S58、60 弥平安生((土土坑坑墓・1i鉄製品 l銭貨 鈴帯金ゑ) A'Q'S 

けトll j湯勢/ノ沢沢HG Ii ll--33210 9 
秋田市四ツ小屋宋戸松本字湯ノ沢 S58 縄文後期(土器・石器) A.Q 

秋田市凶ツ小屋来戸松本字湯ノ沢 S58 縄文中期集落(土器・石器)、弥生(土器) A'Q 

27 湯ノ沢i 1-316 秋出市四ツ小屋米戸松本字湯ノ沢 S60 弥生(土坑)、平安(土姉器) A'S 

28 深田沢 1-301 秋田市上北手古野字深田沢 S59 平安集落(掘立柱建物跡・竪穴住居跡・土師器・須恵器) i¥'R 

29 野形 1-302 秋関市上北手御所野宇野形 S58 平安集落(竪穴住居跡・窯跡・土坑) i¥・s
30 坂ノ下館 1-303 秋田市凶ツ小屋小阿地字坂ノ下 中世城館 i¥ 

31 ノト阿地古墳 1-304 秋田市西ツ小屋小阿地字坂ノ下 平安古墳(八花鏡・直刀・際手刀・鉄斧・勾玉・須恵器) A 

32 J翠崎A 1-307 秋臼市四ツ小康小阿地学狸崎 S59 相縄λ文晩FJIJ剤期栄(土治坑朗墓、1)宝、/称¥1牛土I古({ギ防ljJ¥居・工跡汎)j i¥'R 

33 狸崎B 1…308 秋田市西ツ小鹿小阿地字狸崎 H3・4
IB石器、縄文中期集落(竪穴住居跡・土坑)

A'W'Y 
弥生(土器)

34 秋大農場 1-309 秋田市四ツノト康小陣地字狸崎 A 

35 秋大農場南 秋田市四ツ小屋米戸松本字地蔵田 H3 
旧石器、縄文中期集落(竪穴住居跡・土坑)

可J
平安(住居跡)

36 地蔵国A 1-310 秋田市四ツ小屋来戸松本学地j歳出 H4・5 !弥|白石生器(土器縄):、:雨平期安(須中期恵築器?)各 竪穴 A'X'Y 

37 地蔵回B 1-311 秋田市泊ツ小屋来戸松本字地藤田 S60・H7 I弥!日石生器集落、縄(十文1ft}木中列期跡集)落(竪穴 A'S 

:38 野!畑 ]-:315 秋田市四ツ小昼米戸松本字湯/沢 S57 縄文中期集落(竪穴住居跡・土坑) A'P 

39 古里子舘 1-321 秋田市上北宇古里子四枚回 中世技館(王郭・郭・腰郭・帯事5・~堀) i¥'B 

40 古里子 秋回市上北手古里子学向者方 H6 !日石器、縄文前期・須中期恵集器溶竪穴住居跡・土坑)
弥生(土器)、平安(

i¥'H 

41 堂斗L 33-12 河辺町諸井字山根 石斧・土師器・宅貝恵器 A 

42 野田 33-13 河辺町諸井字中道 !日石器、縄文前期・須中期恵集器落(竪穴住居跡・土坑)
弥生(土器)、平安Ui'l:JlM%) A 

43 手口出城 33-14 河辺町和田字岡村 中世城館(帯郭・~堀・土塁・陶片・刀・人骨) i¥'B 

44 戸島皇官 33…16 河辺町戸島字戸島館 中世域館(帯郭・空堀・こと塁・陶片・刀・人骨) A'B 

45 畑谷館 33-17 河辺町畑谷字蟹沢 中i:!t城館(~堀・土塁・土器片・石鍛) A'B 

IB石器中(抱期、立縄集柱文落建前(物竪期跡穴・後住・土期居坑(跡土)・器土・器石・器石)器46 風無台 I 33-18 河辺町松沸i字風無色、 S58 縄文 ) A'D 
古代

47 風無台E 33…19 河辺町松J刻字:風無台 S58 弥!日
縄文晩期集落(緊穴住居跡調士器・石器)

A'D 

48 風;4理台監 33-20 河辺町松抑l学風;4襲台 S59 縄文(二日充・ョーi片) A.D 

49 風無台V 33-21 河辺町松損l字風無台 S59 縄文中期・後期(土器・石器) A'D 
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番号 遺跡名

50 石坂台 I 33-22 

日l 石坂台目 33-23 

52 】

53 石坂台W

54 石坂台VI

55 石坂台VII

日6 :石坂台市

57 石坂台IX

日月 1:1';木台 1

59 松木台E 33~26 

60 松木台孤

61 餅田沢 I 33…27 

62 吉井出沢立 リdワム)0口

63 松沢域 33-29 

fi4 長者森 :i:j-:iO 

65 坂本舘 つ・3‘つj一・つ31

66 上祭沢

67 駒坂台 i

(js 駒反主主日

69 井戸尻台 I

70 井戸尻台E

71 上野

72 上野豆

73 大堤山

蟹沢 I

75 来名地

76 山崎111

門i門i 山崎山 34-1 

78 長者屋敷 34-2 

7D 袖の沢 34-4 

80 椿川館 34-5 

日l 地張山 34-6 

82 隣自 34-7 

83 堤根 34-8 

84 平沢 34-9 

85 白山 34-10 

86 平沢館 34-11 

87 小平の相IIr 34-14 

88 f卸倉舘 34-15 

89 菅生沢柵 3，1-16 

90 平尾鳥城 34-17 

91 滝の沢 I

92 iをの沢E

93 駒坂袋 I

94 駒坂袋日

I 95 軽井沢A

軽井沢B

97 軽井沢C

98 奥椿岱

99 狐森 1-332 

100 山/沢館 1-333 

101 小山館 l…340 

102 強清水 1-341 

103 岩の沢 34-3 

104 岱 I

105 岱立

106 岱m

第 1節

第2表周辺遺跡一覧(2)

所在地

河辺町戸島字石坂台

河辺町戸島字石坂台

河川UlTj=i島字石坂台

河辺町戸島字七助石坂台

河辺町戸島字七曲石坂台

河辺1Iげ戸島字七助石坂台

河辺悶了戸島宇:七曲石坂台

河辺町戸島宇七曲石坂台

河辺町tj';y刻字七;コ|、台

(PJ辺1I庁松可決l字松木台

河辺町戸島字松木台

河辺町松治l字餅田沢

河辺Ulrt公j刻字餅問沢
河辺町和田字松沢

河辺町和国学務沢

河辺町和田字結)協

河辺fllT戸島宇よ祭沢

河辺町戸島宇:北の沢

河辺町戸島宇北の沢

河辺町戸島宇井戸尻台

河辺町戸島字井戸尻台

河辺担了戸島字上野

河辺町戸島字上野

河辺町戸島字大堤111

河辺町畑谷字蟹沢

河辺町戸島

雄和町閃革)11字111崎山

雄和町田草川字山崎山

雄和町権川字長者震敷

雄和町椿)11字袖の沢

雄和町椿)11字地張山

雄和町椿)11字地張山

雄和町椿)11字関田

雄和町椿川字堤根

雄和田T平沢字袖又

雄和町平沢字白山

雄手口町平沢字湯の沢

雄和町平尾鳥字小平

雄和町平尾鳥字中間

雄和町平尾鳥字長田

雄和町平尾鳥字細田

雄和町1脊)11字i竜の沢
雄和町1審)11字滝の沢

雄和町惰ハi字駒坂袋

雄和町椿川i字駒坂袋

雄和町椿川字軽井沢

雄和町椿川字軽井沢

雄和町椿川字軽井沢

雄和町椿川学奥棒岱

秋田市農岩小山字狐森

秋田市下浜八回字山野沢

秋田市豊岩小山字袖ノ沢

秋田市下浜八回学強清水

雄和町下黒瀬字湯野白岩の沢

河辺町畑谷字岱

河辺町畑谷字岱

河辺町畑谷字岱

調査年

S59 

S59 

S59 

S60 

S60 

S60 

S(10 

S60 

Sfi9 

S59 

S60・
H7・10

S58 

S58 

H1 

ト[1

H1 

H9・12

H9 

Hll 

Hll 

S56 

S56 

S5(j 

S56 

S55 

S55 

S55 

日10 

日8

日11

H11 

日11

'7 
i 

内 :6' 

縄縄文文前中期期築・後洛期(竪ー晩穴期!王(居土朔器器)、弥生(土器)

可弥ヱ芭J生ιT(土月器1芽長) 弘、 l土器石器)

縄文中期・後期・晩期(土器・石器)

縄文部期・中期・後期(土器・石器)、近代(炭焼窯)

縄文娩期(土器・石器)、弥生

縄文前期・後期・晩期(土器・石器)、弥生(土器)

縄弥生文
(竪穴住居跡

…縄〈文後B 期'Y'耳ー主晩治期〔監(土八器↑王・1石d別器、j) 

縄文前期・中期・後期(土器・石器)、弥生f土器)

!日石器、縄文後期・!ぬ期(土器・石器)、古代(杯)

縄!日 II~Uノ

(土器 、ヨ竪器7)E、

縄文(土器・石器)

縄文中期・後期集落[竪穴住居跡)

中位城館(空堀・こと塁)

古代(須恵器)

中i:!t争点館

縄文(竪穴住居跡)

縄文(土器・石器)

縄文前期~後期(ね組炉・;¥¥立七遺構・土器・石器)

1縄ヰ公正入1=L(ド十烈墨i書栄}1社;竪穴住居跡 、縄文晩期

縄文(石匙・土器)

縄文(土器・石器)、弥生、古代集落(竪穴住居跡}

縄文(土坑・土器)

古代(溝跡・土器)

縄文uニ器・石器)

縄文(石器)

古代(須恵、器)

古代(須恵器)、石器

縄文(土器・石器)

中世城跡、土器、石器

縄文(土器・石器)

縄文(土器)

縄文(土器)

古代(風字碗・須恵、器)

縄文(石器)

中世城館

湯治場跡

縄文(土器・石器)

中世(井戸餓;)

中世城館(建物跡'井戸跡・土塁)

縄文前期(土器)

縄文(土器・石器)

f縄l宅文入前ヤ期生例年l後客期(竪(土六器台

縄文娩期(竪穴住居跡)、縄文中期(土器)

縄文(土器・石器)

縄文(土器・石器)

縄文(土器・石器)

縄文中期集落(竪穴住居跡・土坑)、縄文後期、晩期

弥生(土器)

縄文(土器・石器)

中世城舘(郭)

中世;域館、石徹、来IJ片

縄文前期(土坑)

古代(須恵器)

縄文(土坑・陥し穴・土器・石器)

縄文(竪穴住居跡・焼土遺構・土坑)

!縄平安文({竪竪穴穴住住居居跡跡)土器
量量2

と立地

文献

A'D 

A'D 

A'D 

E'F 

E'F 

E'F 

E・F

E'F 

A.D 

A'D 

E'F 

A'D 

A'D 

A'B 

八

A'B 

G 

G 
G 、

I'N 

I 

I'L 

I 

I 

I三

I三

A 

A 

人

A'B 

A 

A 

A 

A 

A 

A'B 

八

A 

A 

A'B 

C 

C 

C 

C 

E 

E 

E 

J'K'I¥1 

A 

A・B

A'B 

A 

A 。
。
。



第2章

と低位の七出合面からなる。両面とも他の段丘国に比べて新しい。特に岱 I

七曲台詰は、基準面の低下に対応して上野台面から分岐

沖積平野面から遺跡までの比高差は20m前後で、ある。

第 2節歴史的環境(第4図、第1・2

-岱E

あると られる。

岱 I遺跡・岱日遺跡・岱E遺跡の周辺には数多くの遺跡が存在する。特に本遺跡から東4kmには向

辺町の七曲台遺跡群が、北5kmには秋田市の御所野台地遺跡群が位置している。それら周辺で確認さ

れている遺跡の位置を第4図に掲げた。最も数が多いのは縄文時代の遺跡であり、中でも中期の遺跡

がその大半を占めるの晩期がこれに次ぎ、前期。後期は遺構。遺物が僅かに確認されているにすぎな

い。早期については、遺物が上祭沢遺跡(66)で確認されているのみである。本遺跡と共通する縄文時

代の遺構が確認されている遺跡には、岩見)![左岸地域において嵐無台 I. II遺跡(46. 47)や石坂台ト

II .溜 ek遺跡(50. 51 . 56 . 57)、松木台回遺跡(60)、餅田沢立遺跡(62)、ーと祭沢遺跡(66)、

台 I遺跡(69)、上野遺跡(71)、駒坂袋 I. II遺跡(93・94)、奥椿岱遺跡(98)がある。この他の縄文時

代の遺跡は41遺跡である。

弥生時代の遺構 e遺物が出土している遺跡は、坂の上F (16)、湯の沢A 舎 C'F . H. 1遺跡

(19・21・24・26. 27)、狸崎A.B遺跡(32. 33)、地蔵E8A.B遺跡(36. 37)、風無台E遺跡(47)、

石坂台 I.II.vr.vrr・1唖遺跡(50・51・54・55・56)、松木台 I遺跡(58)、井戸尻台 I遺跡(6旬、上

野遺跡(71)、奥椿岱遺跡(98)の20遺跡である。

古代の遺跡で集落跡としての性格を持つものは、平安時代の集落が営まれた下堤A 事 B'C.D遺

跡(1~ 4)、深田沢遺跡(28)、野形遺跡(29)、秋大農場南遺跡(35)などがあるが、これらは岩見)![の

右岸地域の遺跡である。本遺跡の位置する岩見)[[左岸地域については、松木台車遺跡(60)、上野遺跡

(71)の2遺跡にとどまり、岱E遺跡が 3例自となる。

中世以降の遺跡については、第4図上に位置のみを示した。

《参考文献》

秋 田 県『秋田県史j考古編昭和35(1960)年

秋 田 県『土地分類基本調査:s]SJ後和田』昭和50(1975)年

河 辺 町 f河辺町史J昭和60(1985)年

〔表1・2一文献AJ秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(中央版H平成2(1990)年

〔表1・2一文献BJ秋田県教育委員会『秋田県の中世城館』秋田県文化財調査報告書第86集 昭和56(1981)年

〔表2一文献CJ秋田県教育委員会『秋田県立中央公園スポーツゾーン地域内遺跡発掘調査報告書滝ノ沢 I遺跡滝ノ沢E遺跡

駒坂袋 I遺跡駒按袋E遺跡j秋田県文化財調査報告書第92集 昭和57(1982)年

〔表1・2一文献DJ秋田県教育委員会『七曲台遺跡群発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第125集 昭和60(1985)年

〔表2一文献EJ秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第126集 昭和60(1985)年

〔表2一文献FJ秋田県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書1.1秋田県文化財調査報告書第150集昭和61(1986)年

〔表2一文献GJ秋田県教育委員会 f高速交通関連道路整備事業(和田御所野)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書上祭沢遺跡

駒坂台 I遺跡駒披台E遺跡』秋田県文化財調査報告書第195集 平成2(1990)年

-8 



第2節歴史的環境

〔表1一文献日〕秋田県教育委員会 f東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書X区吉野遺跡:j秋田県文化財調査報告書第253集

平成7(199S)年

〔表2一文献1J秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書i秋田県文化財調査報告書第270集 平成9(1997)年

〔表2…文献JJ秋悶県教育委員会 f遺跡詳細分布調査報告書J秋田県文化財調査報告書第291集 平成11(1999)年

〔表2一文献KJ秋田県教育委員会 f遺跡詳細分布調査報告書J秋田県文化財調査報告書第308集 平成12(2000)年

〔表2一文献LJ秋田県教育委員会 f上野遺跡J秋田県文化財調査報告書第295集 平成12(2000)年

〔表2ー;文献MJ秋田県教育委員会 f奥椿岱遺跡J秋田県文化財調査報告書第305集 平成12(2000)年

〔表2一文献NJ秋田県教育委員会『井戸尻台 i遺跡J秋田県文化財調査報告書第313集 平成12(2000)年

〔表2一文献OJ秋田県教育委員会『岱 I遺跡岱立遺跡岱盟遺跡J秋開県文化財調査報告書第314集 平成12(2000)年

〔表 l一文献PJ秋田市教育委員会仔火田臨25新都市開発関係埋蔵文化財発摺調査報告書 下堤G遺跡 野畑遺跡湯ノ沢B

遺跡j昭和国(1983)年

〔表 1一文献Q)秋田市教育委員会 f秋田臨空新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書 坂ノ上E遺跡 揚/沢A遺跡

湯ノ沢C遺跡湯ノ沢E遺跡湯ノ沢F遺跡湯ノ沢G遺跡;湯ノ沢日遺跡野形遺跡J昭和59(1984)年

〔表1一文献RJ秋田市教育委員会『秋田臨空新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書 下埋E遺跡 下堤F遺j暁坂ノ上

F 遺跡理i崎A遺跡湯ノ沢D遺跡深田沢遺跡j昭和60(1985)年

〔表 1一文献SJ秋田市教育委員会同大田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発摘調査報告書 地蔵田B遺跡 台A遺跡

湯ノ沢 I遺跡湯ノ沢F遺跡』昭和61(1986)年

〔表 1一文献TJ秋田市教育委員会『秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財-発掘調査報告書 地方遺跡 台B遺跡j

昭和田(1987)年

〔表1一文献UJ秋田市教育委員会『秋田新都市開発整備事業関探埋蔵文化財発掘調査報告書 下埋C遺跡j昭和62(1987)年

〔表1一文献VJ秋田市教育委員会『秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書 下堤A遺跡 下堤B遺跡j

昭和63(1988)年

〔表1一文献WJ秋田市教育委員会『秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書 狙l崎B遺跡 秋大農場南遺跡J

平成4(1992)年

〔表1一文献XJ秋田市教育委員会『秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書 狸崎B遺跡地蔵田A遺跡J

平成5(1993)年

〔表1一文献YJ秋田市教育委員会『秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書 地蔵田A遺跡J平成6(1994)年
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第3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

岱江遺跡は、 ]R呉羽本線和田駅から甫西へ7krn、河辺町畑谷集落の南側台地上に位寵する。遺跡

がある台地は、雄物川の支流である岩見川の左岸に形成された河岸段丘群のうち中位の段丘(七曲台面)

であり、出羽丘陵のほぼ西端にあたる。 遺跡の標高は30'"'--'31mで、北西方向に延びる舌状台地の上に

立地しているの同じ，台地上の約300m東側には岱 I遺跡(平成11年調査)があり、谷を隔てた100m西側

の台地先端部には岱田遺跡(平成11年調査)

を除く

る前に切り株を残して伐採された。

1 たが、平成10年 4~5 月の範囲確認調査を

二!と{掛から北西側に松林が広がり、西側から南西

領IJは急斜面となって下の沢底に落ち込んでし 1る。沢底から遺跡まで、の比高は15m前後で、ある。調査面

積の約84%にあたる2，200nfはすでに平成日年に調査済みであるが、

北に分断する、東西に細長い調査区となっている。

2節調査の方法

調査の方法は、日本海沿岸東北自動車道建設工事のセンター杭ST A .141十40を基点として真二!と方

向をとり、 4mx4111の方眼杭を打設して遺構・遺物の検出地点を把握するグリッド法を採用した。

基点には、 MA50の呼称を付し西に行くに従いMB、MC、MD......というアノレファベットを、

北に行くに従い51、52、53・・・・・・というこ桁の算用数字を用い、 これを組み合わせた記号で、位置

した。その際、 4m方眼の南東隅に位置する杭を当該グリッドの名称とした。検出した遺構は発見JI慎

に略記号および番号を付して区別した。

第3節調査の経過

前回の調査は平成11年に行われ、その経過については、平成13年3月に刊行さ しく

まとめられている。

今回の調査の契機は、平成12年12月7日に未調査部分の範囲確認調査を実施し、竪穴住居跡、柱穴

様ピットなどの遺構を確認したことにはじまる。平成13年4月23目、調査初日に措りとげ機材の搬入

が行われた。午後、遺跡東側の粗掘りを行い調査を開始した。 4月27日、昨年の範囲確認調査で検出

した竪穴住居跡を確認し、精査を開始した。 5月14日、 N層の掘り下げが終了した(作業員の就労は今

日までL 5月15日、終了写真撮影、コンター図の作成、図面チェック、調査区周辺の清掃を行って全

ての遺構精査を終了した。 5月16日、借り上げ機材の返却、コンテナハウス用地の清掃、機材の積み

込み等を行い、午後、遺跡の引渡しを終え全ての調査を終了した。
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第4章調査の記録

1節

に
リ した。

(lOYR 3/2)シノレト

R 2/2)シルト

(10YR 3/3)シノレト

R 4/4)シノレト

V層:掲民十(10YR 4 6)シノレト

は医麗からの出土が多く、

立

層厚約20cm

a 地[11

し

たことがわかるの

つ わたり してい

I麿表土

立)尋 黒褐色土 遺物訂

買層 土 遺物包

漸移層

(地 IJI)

腫

物旬 確認面

第5菌基本題j亨

2節検出遺構と出土遺物

岱E遺跡で検出し とおりである。 中心に

コンテナで3 した。

1. 

l軒検出されたが、遺存状態が悪く具体的な時期については不明である。

S I04竪穴住民跡(第8図、図版2'""'-'4) 

調査前年(平成12年)の範囲確認調査時に検出された遺構である。 LN47.48、L047 . 48グリッド

に位置し、 V層で南東部を欠いた「コjの字状の黒色プランとして確認した。地山富への掘り込みが浅

いため住居の壁を確認することはできなかった。確認面における溝の幅はお'""'-'30cm、底面までの深さ

は10cm程で、ある。範囲確認調査では、床面付近で微かに焼土を確認していたが、今回の調査ではそれ

ことができなかった。底面からは楕円形の扇平な軟官の磯(長さ 17cm 、 rp~6cm) と焼土塊が

した。
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第4章調査の記録

溝の形や規模から、 1辺の長さが3mほどの隅丸方形の竪穴住居跡と考えられる。時期は不明であ

る。範回確認調査で確認した焼土が、地床炉の可能性がある。

2.土坑

6基検出されたがSKOl・03以外に時代を限定できるものはなかった。

S KOl(第8図、図版5. 6) 

LN48グリッドに位置し、径0.55m'深さ0.17mの不整円形を呈する。皿層精査中に円形の暗褐色

の落ち込みとして確認した。埋土は単一層で、人為的堆積と考えられる。西壁の立ち上がり付近から土

師器細片が検出された。出土した遺物から、当遺構は古代以降のものと考えられる。

S K02(第8図、図版6. 7) 

L 046 . L 047グリッドに位置し、長軸(北西一南東)0.65mx短車由〈北京一南西)0.5m事深さ0.3m

の不定形を呈し、底面北東部が一段低くなっている。困層精査中に炭化物 e焼土粒を含む暗褐色の落

ち込みとして確認した。埋土は自然堆積と考えられる。遺構の規模や不定形のプランから、柱穴(柱状

の木を抜き取った後に自然堆積作用で土が堆積した)の可能性もある。 遺物は出土し♂なかっ

S K03(第8図、図版8. 9) 

L S46・LS47グリッドに位置し、長軸(北西一南東)0.68mX短軸(北東一南西)0.6m'深さ0.15m

の不整椅円形を呈する。底面中央部は一段深くなっている。 W層精査中に黒褐色の落ち込みとして確

認した。埋土は2層からなる。 2層は炭化物、焼土、黄褐色土を含み人為堆積と、 1患は混入物がな

く自然堆積と考えられる。底面から陶磁器が出土した他に、埋土中からは銅製品の一部が出土した。

出土した遺物から、当選構は近世以降のものと考えられる。

S K05(第8図、図版9. 10) 

L Q47 . 48グリッドに位置し長斡(北西-南東)1.3m X短軸(北東一南西)1.1m .深さ0.21mの不

整楕円形を2註する。 N層精査中に褐色と暗褐色が交じりあった土の落ち込みとして確認した。遺物は

出土しなかった。

S K07(第9図、図版11・12)

LT46グリッドに位置し、径1.6m'深さ0.3mの不整円形を呈する。 N層精査中に暗褐色の落ち込

みとして確認した。倒木痕を切って造られている。径5crn程の円磯が出土した。

S K11(第9図、図版13)

L P48グリッドに位置し長軸(東西)0.6mX短軸(南北)0.5mの袴円形を呈する。 v層精査中

褐色の落ち込みを確認した。埋土中には、地山ブ口ックがやや多く含まれ、人為堆積と考えられる。

3.性格不明遺構

S X08(第9図、図版12)

L P46・47、LQ46・47グリッドに位置し、馬蹄形に配置された9基のピットによって構成される。

S K P 172~ S K P 178間は1.8mを測る。小型の竪穴住居の可能性もあるが、炉が検出されなかったた

め住居と認定することはできなかった。

4.柱穴様ピット(第10"-'12図、第3.4表)

調査では118基の柱穴様ピットを検出したが規格や単位を把援することはできなかった。時期につい

ても不明であるが、規模、深さ、位置、土層タイプなどを表3・4の計測表に示した。土層タイプは

-14 



検出遺構と出土遺物

S I04 

1 lOYR3/2黒渇色
しまりややあり 粘性弱

地山ブロックノj、~極小

少量混入

lOYR2/3黒褐色(P3)

しまりなし粘性なし

地山ブロック擾小

憧少量混入

10YR2/2黒褐色

しまり強い粘性中

地山ブロック小

少量混入
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S K07 

1 lOYR3/4暗r~色
しまりややあり 粘性やゃあり

ややうすめの土(lOYR3/4)が斑状に入る
10YR4/4褐色土 しまりややあり(1闇よりかたい)
粘性やゃあり

地J11色の土が斑状に入る

調査の記録第4章
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Bに、土色はa、;壊土の堆積状態と土色の組み合わせで示し、堆積状態はA、
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検出遺構と出土遺物
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検出遺構と出土遺物第2節

E
N
 

∞
叩

，，...，， 

‘、_<

//宕'¥;@器
¥ ~ / 
¥ c/) ノ/ 定見段、 ~/- 、寄付

町刊
V

斗

，---' 、ザ

+ 十

C
H
N
O
 

十

mNNO 

2
N
O
 

ト

CN@

出
J

時
間
掘
削
欄
ム
ヘ
ド

U
M

饗
七
一
語

図
N
F
職

十一一

十

hHNG 

の

HN@

十認

ぬ司自
-<:引か1

/'戸、、、、、、

r、旬、
.' Cコ¥
i ~ ; 
i¥ 的/
¥ノ
、、/

∞
HNG 

一ーー
[
N

的

O
V一
的
一
、

r

言
。

2
0
 

NHNO 

HHNO 

骨

びコ
~ 

〈
冨

← 同』

Q
J
 

寸

lゐ



第4章調査の記録

3表柱穴諜ピット(1) 

一許土由佳 民自任 7呆さ }_f主田保I埼! {席考

102 I 29.0 21.0 18 31.360 夕、787 ド B-b 

18.0 13.0 9 31.4871 B-a 

105 22.0 9.0 26 31.313 B-b 

106 22.0 8.0 25 31.294 しM47 B-b 

107 27.0 18.0 13 I 31.453 LM47 B a 
108 22.0 12.0 13 31.452 LIv147 B-a 

E 

109 22.0 7.0 i 10 31.469 LM47 B-b 
110 23.0 11.0 27 31.235 LM48 B-a 

111 21.0 6.0 21 31.307 LM48 A-aob 
18.5 10.5 12 31A56 LN49 B-a.c 

114 23.0 6.0 32 31.247 LN49 B-a.c 
115 20.5 12.0 13 31.426 LN49 B-a.c 
116 17.0 10.0 39 31.168 しN49 A-b 

117 17.0 9.0 16 31.378 LN49 B-aob 
118 24.0 9.5 山つ山つ 31.316 LN49 B-b 

119 22.0 3.5 24 31.305 LN49 B-a.c 
120 20.0 16 31.387 LN49 B-a j賛否しあり
121 17.5 7.0 I 15 31.408 LN49 B-b 

122 21.0 10.0 19 31.369 LN49 B-b 

123 37.0 6.0 29 31.270 LN49 B-b 

124 26.0 15.0 31ユ15I LNi18 炭化物樫全窒
125 i日.0 3.5 16 31.283 し049 B-b 

126 22.0 18.0 15 31.435 LM48 B-a 炭化物少量
127 27.0 21.0 14 31.402 LM48 B-a 

128 25.0 15.0 31 31.244 LM48 B-b 
129 30.0 6.0 24 31.374 LM48 B-a 

130 … … 19.0 6.0 17 31.426 LM48 B-b 
131 17.0 12.0 15 31.439 Uv148 B-a 切り合い
132 20.0 14.0 18 31..107 LM48 B-a 新!日不明
133 2L1.0 10.0 24 31.343 LM48 日-a

134 31.0 18.0 30 31.285 LlV148 B-a 

135 16.5 9.0 13 31.287 L049 B-a 焼土粒少量
29.0 20.0 11 31.335 L048 B-b 

l 30.0 25.0 14 31.342 L048 B-b 

138 30.0 24.0 16 31.315 LOL18 B a 
139 27.0 19.0 13 31.324 L048 B-b 

140 30.0 13.0 24 31.210 LP48 B a 
141 31.0 25.0 15 31.294 LP48 A a 
142 20.0 14.0 16 31.300 L048 B-a 

143 22.0 5.0 12 31. 351 し048 日 a
1 LILl 

2155..0 01 i 5.0 26 
31.190 LP48 B-a 

145 9.0 11 31.345 し048 B aob 

1L16 15.0 3.0 17 31.311 L048 B-a舎b 炭化物極少量
147 19.0 11.5 15 31.368 LN49 B a 
148 14.5 I 9.5 31.368 LN49.L049 B a 
149 18.0 11.5 32 31.135 L049 B a 
150 13.0 5.0 23 31.225 し048 A-a.b 

151 19.0 9.0 22 31.231 L048 B a'c 炭化物極少量
152 15.0 8.0 9 31.379 し048 B-a 炭化物極少量
153 20.0 17.0 11 31.327 し049 B-b 確認面に炭化物極少量
154 25.0 10.0 11 31.346 し048 B-a 

155 31.0 11.0 15 31.325 し048 B-a.c 炭化物極少量
156 20.0 15.0 13 31.323 LP48 B-a 

157 20.0 7.5 15 31.282 LP48 B-a 炭化物極少量
158 22.0 10.5 19 31.243 LP48 B a 炭化物極少量
159 30.5 16.5 14 31.252 しP48 B aob.c 
160 17.0 7.5 14 31.261 しP48 A-a'c 
161 23.0 10.5 15 31.244 LP48 B-a.c 
162 24..5 10.0 25 31.040 LP47 B a 炭化物極少量
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第2節検出遺構と出土遺物

第ヰ表柱穴様ピット(2)

SKP番16号3 上面径 底面詰 深さ 底面標尚 グリッド 土層 備考
17.0 11.5 15 31.200 LP48 注記不明

164 54.0 43.0 16 31.146 しP47 B-a.c 長方形の穴
165 23.0 15.5 15 31.269 L047 B a 
166 26.0 12.5 40 31.016 LP47 B-a.b'c 炭化物極少量
167 20.5 12.0 11 31.249 LP48 注記不明
168 20.5 15.0 2，1 31.074 LP48 注記不明
169 22.0 11.0 17 31.134 LP，48 注目己不明
170 19.5 7.5 13 31.306 L047 A-a.c 炭化物極少量
171 18.5 7.0 25 31.195 L047 A-a'c 焼士粒極少量
172 20.0 9.0 22 30.886 LQ47 注記不明 SX08 
173 29.0 21.0 30 30.897 LP47 注記不明 SX08 
174 16.0 8.5 18 31.065 LP47 注記不明 SX08 
175 17.5 11.5 17 31.080 LP47 注記不明 SX08 
176 18.5 13.5 38 30.870 LP47 注記不明 SX08 
177 29.5 11.5 32 30.925 LP47 注記不明 SX08 
178 30.5 12.0 29 30.930 LP47 B-a'b SX08 
179 30.0 14.0 19 31.006 LP47 住吉己不明 SX08 
180 27.5 10.0 15 30.930 LP46 B-a SX08 
181 22.0 13.5 15 31.352 LL48 B-b 
182 26.0 14.0 13 31.347 LL48 A… a"b 炭化物極少量
183 26.0 13.0 17 31.822 LM48 B-a'b 
184 21.0 13.5 12 31.380 しN48 A-b.c 
185 46.0 36.0 10 31.406 LN48 A-a.c 
186 35.5 28.5 13 31.357 LN48 B-b'c 楕円形の穴
187 32.5 29.5 12 31.365 LN48 B-b 
188 27.5 13.5 15 31.318 しN48 B-b.c 
189 22.0 10.0 12 31.339 LN48 B-b"c 
190 27.0 4.0 : 2.0 15 31.370 LN48 A-a.b 炭化物極少量
191 27.0 14.5 16 31.309 し048 A-a.c 
192 42.5 32.5 10 31.379 LN48 A-a.c 
193 37.0 15.5 16 31.290 LN49 B-c 
194 42.0 28.0 26 31.207 LN49 A-a"b 
195 57.0 43.5 10 31.356 LN49 B-c 
196 47.0 37.5 10 31.365 LN49 B-b.c 
197 55.0 38.5 11 31.348 LN49 B-b.c 
198 25.0 17.0 7 31.406 LM47 B-c 
200 25.0 15.5 9 31.225 LP48 B-b 
201 26.0 14.0 8 31.210 LP48 B C 
202 22.0 10.0 10 31.076 LP47 B-b 
203 23.5 19.0 6 31.185 LP47 B-c 炭化物極少量
204 32.5 13.5 13 31.006 LP47 B-a 
205 38.5 21.0 24 30.833 しQ47 A-a.b 
207 31.5 14.0 21 30.923 LQ48 B-a 
208 22.0 13.0 18 30.944 LQ47 B-a 
209 i 26.0 i 19.0 27 31.215 LN48 B-a 
210 23.5 13.0 15 30.714 しR47 B-b'c 
211 21.0 13.5 12 30.723 LS47 B-b.c 
212 26.5 19.5 32 30.518 LSL17 B-b.c 
213 27.0 16.0 17 30.725 LS48 B-a.b 
214 24.0 19.5 30 30.468 しR47 B-aob 
215 22.5 14.5 18 30.502 LS46 A-a.c 
216 21.5 7.5 17 30.584 LS47 A-b.c 
217 20.0 12.5 26 30.394 LS46 B-a.b 
218 24.5 16.5 24 30.390 LS/16 B-b 
219 31.5 20.5 26 30.469 LS47 A-b.c 
220 28.0 17.0 28 30.465 しT46 B-b 
221 17.5 8.0 15 30.549 LT46 B一一C
山つ中つ山つ 29.5 17.0 22 30.637 LS48 A-a"b 
223 29.5 17.0 30 31.177 LN49 B-b.c 

※上面径・嵐面径・深さにおける単位はcm、底面の標高における単位はmで、ある。
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3節遺構外出土遺物

主な出土遺物は縄文土器、石器、須恵、器などである 0

1. 土器(第13図、図版14)

縄文土器はA'"'--'Fに分類した。出土層位は、 1 ~13が盟層、 14 ・ 16が範囲確認調査の排土、 15 ・ 22

がE層、 17がN層、 18令部がill'"'-'NJ曹、 19が立~困層、 21が 1"-'立層である。なお、 14・16は排土の

特徴から本来は立~班層に包含されていたと考えられる。

A類:撚糸文が施されるもの。 (1-----13.17)

1 ~12は深鉢形土器であり同一個体と考えられる。 1 は口縁に波状の小突起をもっ。地文としてR

原体による縦位~斜位の撚糸文が施される。口縁部では器表面を押さえつけるような調整が施されて

いるため、地文の条は潰れ気味になり不明瞭になっている。その後、波頂音防斗ら幅約3mmの沈線が、

口唇部へ沿う方向(1 )と下方(2)に施される。沈線は雑で、交点でははみ出しが多く見られる。沈線

による区間内に磨消し手法は見られない。口唇の断面は波頂部を!徐き、内面に向け鋭角に整形されて

いる。胎土には砂磯を多く含み、金雲母も混在している。 7は胸中央部~下半部にかけての破片であ

る。横位の沈線は口綾部から垂下する鋸歯状の沈線と連結すると考えられる。 13はR原体による斜位

の撚糸文が施される。胎土には砂礁を多く含む。 17は胴部下端の破片である。原体は不明であるが絡

状体の回転庄痕文が施される。砂礁を多く含み、金雲母も混在している。

日類:斜行縄文が施されるもの。 (15・16)

15、16はLR原体の縦位回転による斜行縄文が施される。 16は胎土に砂磯を多く含む。

C類:櫛目状の条線文が施されるもの。 (14)

14は櫛目状の条線が縦位に施される。胎土には砂磯を多く含む。

D類:無文。 (18)

18はやや外反する無文の口縁部で口唇部は上端から外側にかけては丸みを帯びる。内側は斜めに整

形され、焼成は良好である。

E類:頚部に一条の沈線が施されるもの。 (19)

19は口唇部に交立の刻みが施され、頭部には太く明瞭な一条の沈線がある。胴部にはLR原体の横

位回転による斜行縄文が施される。

F類:その他。 (20)

20は底部に一条の沈線が施される。大粒の砂磯を多く含む。左の線状の空白は、破損部分である。

以上の遺物で時期が特定できるものは、 1 '"'--'14で後期初頭~前葉に位置付けられる。

須恵器(21・22)

21は壷の鯛部~底部付近、 22は護の月間部である。 21は外面に横位のケズリ、内面にはカキ自が見ら

れる。 22は外面にタタキ目、内面には当て具痕が見られる。

2.石器(第14図、図版14)

23は縦長剥片を素材にした削器である。両側縁に粗い調整が施される。長さ9.0cm、幅4.3cm、厚さ

1.9cm、重さ64.7gである。 24は横長剥片を素材とした削器で刃部両端に丁寧な調整が施される。長さ

4.3cm、!揺7.3cm、厚さ0.8cm、重さ16.2gである。石質はともに頁岩である。

円
/
“つ山



['_コ'"" r"， 

d特設 /1 ~料 Ii 
~~-::.♂~ I /専3Fll 
[I務コみjおぺ./ (~ ';:1:事f し九2

可:校;~ Ull ト

円.~'~~でみ。えで唱.;，. ~子守
丸よJ、、{.r.，、 喧ご

品石毛:~:列車よミヲ&~~，~ n 之、~W~2J:ぷわ /7 パ!:.~~:ば片 /) 
j吋位、ずもね・3官 / I み還を号持ん'; / J 仏~却とよーら，'，-， / I 
dじにヤ矛ヰ'~';;1ff5' !~ I '::~いり子会人事" I J ~ι1討議 ~P:~:;~~; ‘ / ) 日叫，";引、i'.~:'- D J ι持ぷ1γι I / vCo;'~-?~b{hL(; / I 

J~~:~~{';'_j~:r拠 r / 埼玉略内 f{ 伊之 I / 
主主T 11 ホコ怒川 沿:書い [1ー
だ .... j 15 .，、 i:..':り¥J16 骨・，_， ----v 17 

第3節遺構外出土遺物

ザ~~j._~yう点字ど.瓦"の

¥ lこづ20

'r::'~ ，可否&'7;';: ι 
行機ほ説話容
だ惣努議長1

第13関遺構外出土土器

一究:i-



第4章調査の記録
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今回の調査では、竪穴住居跡、土坑、柱穴様ピットなどが検出された。このうち、竪穴住居跡は当

初、床面の溝の存在から古代の遺構と考えていた。ところが、カマドが検出されていない点や当遺跡

からは前回の調査も含めて古代の遺物がほとんど確認されていないことから、他の時代

性もあると考え類例を調査した。その結果、諏訪台C遺跡のS168白 76と同様のプランをもっ遺構と

判断した。時期はS168が縄文時代後期前葉である。前回の岱立遺跡調査では縄文時代中期末から後

期初頭にかけて集落が継続されたことが明らかになっているが、今回の調査でも、最も多く出土した

遺物は当該期の土器であり、前回の調査結果を裏付けるものとなっている。以上から、この竪穴住居

は縄文時代の遺構の可能性も考えられるが、現段階での時期の特定は避けることにする。

今回の調査結果から、岱E遺跡の中心は前回の調査区である台地平坦面の西縁辺部にあることがわ

かる。深い沢を挟んで西に約100m離れた岱田遺跡は、同じく台地平坦面に位置するほぼ同時期の遺跡

である。ここでは台地の先端部付近からも竪穴住居跡が見つかっているため、岱立遺跡も北西に延び

る台地の平坦函に沿ってさらに調査区外に居住区域が広がっていることが推測される。今後、 2つの

遺跡の遺構。遺物を比較することにより、居住区域の推移が明らかになってくると考えられる。
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1 S K07硲総状況{南一北}
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日本海沿岸東

北自動車道建

設事業に係る

埋蔵文化財事

前発掘調査

所収遺跡名種 別 な時代 主な遺構 な ユ、友息包 物 特 記 事 工富

岱E遺跡 |集落跡 縄文時代中期 竪穴住居跡 縄文土器 台地縁辺部に位置し、

縄文時代後期 土坑 石器 竪穴住居跡@土坑・焼

焼土遺構 土遺構などを伴う縄文

古代 土師器 時代の集落跡である。

須恵器



あとがき

調査は日沿道の建設工事-と併行して行われましたのラジオ体操が終った後、春のやわらかな日差し

の中、職員・作業員が組長い列になって調査区に向かった較の風景を思い出します。 1人の負傷者も

出さず調査を終える事ができたのはなによりでした。

報告書の刊行には多くの方々から協力をいただき、誠にありがとうございました。ここに、発掘調

査及び整理作業に従事した方々の名前を記し、感謝の意を表します。

{発掘作業従事者] さ子 よし子 加賀谷敏光 斎藤輝子

木々ナ/レミ 佐々 ミヲ 佐々木リエ子鈴木 鈴木

関 冨雄 長谷川精二 堀井ナミ 二浦アエ子 二浦

相場美喜子 柏原すみ子 青木美貴子 石井ひとみ 石塚

井手 伊藤聡子 伊藤 井上明子 岩谷みどり

加藤 鎌田耕治 菊地奈穂美 北埜洋子

北林 熊谷キミ 熊谷 熊地

斉藤 良子 坂本玲子 佐々木たき 木満子

佐々木みどり 佐々木理恵 温子 佐藤 }I原子 佐藤美智子

佐藤優子 鈴木留美子 高橋麗子 武田 千葉恵子

内藤加代子 中田ノレミ子 長谷川倫子 長谷川ミ 畠山恵美子

原田利恵子 正木祐子 三浦祥子 三津奈歩 三森和人

田美奈子 八島知江 矢野真由美 キ易 国捧 渡辺イミ子

渡部浩一
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